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人 口 と 世 帯 数

男　　5、857人

女　　6  ､ 090人

計　　11  .947人

世帯数　2 .700

48 . ll . 1現在

今
年

も

あ
と

わ
ず
か

火
災
・
交
通
事
故
に
ご
注
意
を

防
叫
廴
降
り
、
寒
さ
も
日
増
し
に
厳
し
／
る
り
ま
し
た

軒
ド
に
吊
る
さ
れ
た
「
あ
ん
ぼ
」
が
残
り
少
な
い
今
年
を

象
徹
し
て

い
る
よ
う
で
す
．

卜
．
汀

は
、
同
人
と
な
く
追
い
か
け
ら
れ
た
よ
う
な
忙

し
い
気
分
に
な
り
か
ら
で
す
ゲ
、
人
災
や
交
通
事
故
に
は

卜
分
注
意
し
ま
Ｉ
’
ｌ

う

新
し

い
町
の

発
展

に

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

わ
か
匡
の
産
業
や
国
民
生
活
に
嗷
人
な
彰
謇
を
及
ぼ
す

石
油
の
問
題
ダ
ぱ
じ
め
、
数
多
く
の
問
題
を
か
か
え
で
、

わ
が
困
の
内
外
は
片
鵬
に
．叭
し
い
情
勢
の
中
で
祈
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
Ｉ

国
見
町
の
こ
の

．
年

ば
、
生
活
優
光
を
基
調
に
農
工
一

体
の
振
興
を
計
る
た
め
町
民
各
位
の
ご
協
力
を
も
と
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
廴
だ

祈
し
い
年
は
、
将
来
の
町
の
発
展
の
基
礎
を
よ
り
強
く

築
く
た
め
、
町
民
各
位
の
一
碍
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

こ
の
厳
し
い
情
勢
に
刈
処
し
て
け
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

健
康
に
注
意
し
て
よ
い
お
年
を

今
冬
は
屬
邪
が
硫
行
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
健
康
に
注

意
し
て
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。



事
故
を
な
く
し
て
明
る
い
迎
春

年
　

末
　
・
　
年
　

始
　

の

交
　
通
　
事
　
故
　
防
　
止

交

通
事

故
防
止
運

動
は

、
毎
年
国

を

あ

げ
て
行

な
わ
れ
て

い
ま

す
が

。
今

年

の
交

通
事

故
に
よ

る
犠
牲
書

は
、

全
国

で

昨
年
よ

り
若
Ｆ
減

少
し

ま
し
た

が
依

然

と
し
て

多
く
、
十

一
月

十
九
日

現
在

で

一
万
三
千

十
一
‘一
人

、
一
日
平

均
四

〇

・
三

人
も

死
亡
し

て
お
り

ま
す

。

桑
折
署

管
内
で

は
、
件
数

て
一
丘

、

死

印
　
１
　
１
　
匹

八
四

、
物

捐
｛

一
六
と
な

っ
て
お

り
ま
す

。

こ
の
よ

う
な
交
通

事
故

の
多

く
は
、

私

達
が
自

動
車

に
馴
れ
す

ぎ
、
日

ご
ろ

嘔

故

に
対

す
る
恐

し
さ
を

忘
れ
、
気

の

ゆ
る
み

か
ら
運
転

・
歩
行

に
つ

い
う
っ

か
り
し
た

り
、
無
理

を
し

た
た

め
に
起

っ
た
も
の

で
す

。

交

通
事

故
は
多

く
の
人

々
の

幸
を
奪

い
、
事
故

に
あ
っ

た
・
お
こ

し

た
両

方

の

家
庭
の

多
く
が

、
暗
く
悲

し

い
生
活

を

お
く

っ
て
い
る
そ

う
で

す
。

こ

の
よ
’う
な
悲
し

い
交
通

事
故

を
防

ぐ

に
は
、
私
達

］
人
一

人
が
常

に
気
を

ひ
き
し

め
、
正

し
い
交
通

ル

ー
ル
を
身

に
つ

け
守
る
こ

と
だ
と
思

い
ま
十
。

例
年

、
年
末

・
年
始

は
お
互

い

に
忙

し

い
せ
い

か
交

通
事
故

が
多
発

し
て

い

ま
す

。
持

に
飲
酒

運

転
。
ス

リ

ッ
プ
事

故
、
子

ど
も

の
路
上

避
戯

。
車

の
直

前

・
直
険
の
横
断
や
と
び
出
し
が
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
を
な
く
し
て
、
明
る
い
春

″？
迎
え
ま
し
ょ
う
。

滑
り
川
排
水
路
改
修
工
事

小
野
工

業
所

が
落
札

昭

和
四

卜
瓦
年

度
よ
り
継

統
し

て
施

行

し
て

き
た
所
り

川
の
俳
水

路
改

修
£

事

は
、
四
ｔ

八
年

度
の
１
小

が
決
定

さ

れ

、
昨
年
同

様
、

小
野
工
業

所
（
本

社

福

鳥
市
庭

坂

）
が
、
「

、
四
六

。二
万

五

千
円

で
落
札

し
ま

し
た
。
工

期
は
来
春

こ
一
月
三

↑ｒ

一
日
ま
で

と
な

っ
て
お
り

ま

す

。
　
　

〔
改

修
さ

れ

た

滑

り
川

〕

節
電
に
ご
協
力
を

東
北
電
力
よ
り

最
近
の
石
油
情
勢
は
価
格
の
急
謄
に

加
え
、
産
油
国
の
原
油
供
給
皿

の
大
巾

削
減
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
石

油
は
相
当
量
不
足
す
る
こ
と
は
避
け
え

な
い
情
勢
に
あ
り
、
わ
が
国
の
産
業
・

国
民
生
活
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

電
力
に
つ
い
て
も
、
石
油
を
主
た
る

発
電
用
燃
料
と
し
て
い
る
た
め
極
め
て

皿
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

東
北
電
力
で
は
、
電
力
の
確
保
に
一

壥
の
努
力
を
す
る
と
共
に
、
熏
要
塞
各

位
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご

家

庭

で

は

『

照
明
の
節
減

○
不
在
の
部
塵
や
昼
間
の
照
明
は
で
き

る
だ
け
消
す
。

Ｏ
電
灯
は
ｆ
ま
め
に
点
滅
し
て
ム
ダ
の

な
い
よ
う
に
す
る
。

气

電
気
機
器
の
効
率
使
用

Ｏ
こ
た
つ
の
下
に
マ
ｙ
卜
を
敷
い
て
覺

に
然
の
逃
げ
る
の
を
防
ぎ
、
ダ
イ
ヤ

ル
は
適
温
に
調
節
し
、
ス
イ

ソ
チ
は

ｆ
ま
め
に
切
る
。

‐Ｕ
電
訊
毛
布
の
ス
イ
ッ
チ
は
寝
る
少
し

前
に
入
れ
、
ダ
イ
ヤ
ル
は
適
温
に
翩

節
す
る
。

（
）
テ
レ
ビ
を
視
聴
し
な
い
と
き
は
ス
ィ

ッ
チ
を
切
る
。
（
と
か
く
つ
け
つ
放

し
に
し
が
ち
で
す
）

Ｏ
瞬
時
に
画
面
が
出
る
テ
レ
ビ
は
就
寝

時
や
長
時
間
外
出
す
る
と
き
は
、
電

源
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。
（
予

然
の
た
め
電
力
が
5
1
1
0
W節
約

に

な
り
ま
す
）

〇
冷
職
庫
の
ド
ア
の
開
閉
は
で
き
る
だ

け
少
く
な
く
し
、
開
放
時
間
を
短
か

く
す
る
。
背
面
の
放
熱
器
の
ホ
コ
リ

な
ど
を
掃
除
す
る
。

〇
洗
た
く
磚
を
使
用
す
る
と
き
は
。
量

と
時
間
を
適
切
に
す
る
。

〇
掃
除
機
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
目
づ
ま
り

に
な
ら
な
い
よ
う
手
ま
め
に
掃
除
し

吸
引
ホ
’
‘
ス
の
穴
あ
き
や
、
や
ぶ
れ

は
修
理
す
る
か
、
取
替
え
る
。

〇
（

ン
カ
チ
や
化
せ
ん
類
な
ど
の
ア
イ

ロ
ン
伽
け
は
余
熱
を
利
用
す
る
。

○
タ
イ
ム
ス
イ

ッ
チ
を
利
用
す
る
。

○
十
き
間
の
防
止
や
カ
ー
テ
ン
を
吊
る

な
ど
の
傑
温
の
工
夫
を
す
る
。

。ミ

銜
路
灯
。
門
軒
灯
の
昼
間
の
つ
け

放
し
を
し
な
い
。

事
務

所

・
店

舗

・
工

場

で

は

一
、
不
使
川
個
所
の
消
灯
、
廊
下
、
階

段
、
ト
イ
レ
な
ど
の
電
灯
の
節
減
。

窓
際
な
ど
の
昼
間
の
消
灯

二
、
暖
房
温
度
は
暖
か
す
ぎ
な
い
よ
う

に
す
る
。

三
、
複
写
機
な
ど
の
事
務
機
は
不
使
用

時
に
は
手
ま
め
に
切
る
。

四
、
外
壁
照
明
や
装
飾
照
明
。
噴
水
な

ど
は
な
る
べ
く
節
減
す
る
。

五
、
ネ
オ
ン
、
看
板
灯
は
な
る
べ
く
消

灯
す
る
か
、
点
灯
時
間
を
短
縮
す
る

六
、
生
産
工
程
の
合
理
化
に
よ
る
電
力

熱
使
用
の
節
減
。

七
、
モ
ー
タ
ー
の
適
正
容
量
化
と
空
転

を
防
止
す
る
。

八
、
照
明
、
変

圧
器
、
電
気
炉
な
ど
に

よ
る
余
熱
や
廃
然
を
有
効
に
利
用
す

る
。

九
、
竃
力
の
新
・
増
設
に
つ
い
て
は

Ｏ
自
然
光
の
利
用
と
照
明
設
臟
の
合
理

化
。

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
効
率
化
に
よ
る
電

力
然
源
使
用
の
節
減
。

税務相談
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は

年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は

給
与
か
ら
税
金
が
天
引
き
さ
れ

る
源
泉
徴
収
制
度
に
な
っ
て
お
り
、
十

二
月
に
こ
と
し
一
年
間
の
税
額
を
精
算

す
る
た
め
の
年
末
調
整
が
行
わ
れ
ま
す

こ
の
年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た

め
に
、
扶
養
控
除
巾
告
書
や
生
命
保
険

料
岑
の
各
種
申
告
書
を
給
与
の
支
払
書

に
提
出
す
る
際
は
、
正
し
く
申
告
し
て

下
さ
い
。

ま
た
、
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
雑
損

控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
や
、
多
胡
の
医

療
費
を
支
払
っ
て
医
療
費
控
除
が
受
け

ら
れ
る
人
は
。
確
定
申
告
を
し
て
納
め

過
ぎ
た
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す



お
め

で

と

う

ご

ざ

い
ま

す

秋
の
叙
勲
受
章
と

文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰

秋
の
叙
勲
を
佐
藤
善
次
郎
さ
ん
（
勲
五
等
瑞
宝
章

）
佐
藤
直
哉
さ
ん
｛
勲
六

等
喘
宝
章
｝
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
善
次
郎
さ
ん
は
、
社
会
教
育
関
係
、
佐
藤
直
哉
さ
ん
は
。
消
防
関
係

に

永
い
問
尽
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
回
の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰
は
、
福
島
県
が
例
年
行
な
っ
て
い
た
、
教
肓
功
労

者
表
彰
の
な
か
に
、
今
年
よ
り
新
し
く
設
け
ら
れ
、
個
人
・
団
体
各
々

。
つ
だ

け
贈
る
も
の
で
、
早
田
盛
さ
人
が
そ
の
第
一
号
受
彰
者
で
す
。

こ
の
方
々
に
は
、
晴
の
受
章
を
機
に
今
後
一
層
の
。こ
活
躍
を
期
待
さ
れ
ま
す

勲
五
等
瑞
宝
章

佐
藤

善
次
郎
さ
ん

七
十
一
才

佐
藤
さ
ん
は
。
昭
和
二
十
六
年
小
坂

村
公
民
館
長
に
就
任
以
来
現
在
ま
で
、

半
校
教
宵
・
社
会
教
育
の
向
上
に
力
を

注
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
権
擁
縵
、
山
林
関
係
な
ど

帽
の
広
い
分
野
に
活
躍
さ
れ
た
功
績
に

よ
っ
て
、
今
度
の
受
章
者
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

主
な
役
職

伊
達
郡
連
合
青
年
団
長
・
小
坂
村
会

議
貝
・
国
見
町
教
育
委
員
会
委
員
長
・

福
鳥
県
社
会
教
宵
委
員
・
北
海
道
・
東

北
公
民
館
趣
絡
協
議
会
長
な
ど
歴
任
・

現
在
県
北
地
方
県
行
造
林
協
会
抜
・
国

兄
町
森
林
糾
合
長
・
人
愉
擁
護
委
員
・

国
見
町
公
民
館
畏

’
嘔
吐
セ
ン
タ
ー
所

長
・
町
民
体
育
館
長
・
郡
公
民
館
漣
絡

協
議
会
長
な
ど
の
要
職
に
あ
り
ま
す
。

勲
六
等
瑞
宝
章

佐
藤直

哉
さ
ん

五
十
七
才

佐
藤
さ
人
は
、
昭
和
九
年
四
月
森
江

野
消
防
手
に
な
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
、

第
一
線
に
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
火
災
予
防
の
普
及
に
努
尢

を
重
ね
、
有
事
に
際
し
て
は
。
驚
に
陣

頸
に
立
ち
災
害
の
防
除
活
動
に
尽
力
し

た
熱
意
と
功
績
に
よ
っ
て
、
今
度
の
母

章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰

早
田盛

さ
ん

八
十
才

早
田
さ
ん
は
．
永
く
町
の
文
化
財
糾

ａ

委
員
と
し
て
、
文
化
財
の
保
護
行
政

に
尽
力
す
る
一
方
、
国
兒
町
郷
土
史
研

究
会
の
り
Ｉ
ダ
ー
と
し
て
丈
化
財
保
護

の
第
一
線
に
活
開
し
て

い
る
功
績
を
．

み
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
．

水

道

に

は

い
ろ

い
ろ
な
届
出
が
あ
り
ま
す

ホ
退
柁
を
新
た
に
付
け
た
り
、
今
ま

で
使
用
し
て
い
た
水
道
を
陵
Ⅲ
し
な
く

な
っ
た
と
き
な
ど
は
、
届
日
出
を
す
る

こ
と
に
な
Ｊ
で
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
事
か
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
早
め
に
水
通
課
へ
む
届
け
く
だ
さ
い

ｌ

新
し

く
求
を
建

て
た

と
き

『
給
水

申
し

込
み

咨

』

②
引

越
し

て
こ
ら

れ
た

と
き

｛

給
水

申

し
込
み
書

｝

③
引

越
し

て

い
か
れ
る
と

き

｛
使
用
閉
栓
届

｝

④
艮

い
間
水
道
を
使
わ
な
い
と
き

（
使
用
閉
栓
屈
）

⑤
使
用
者
又
は
、
所
宥
者
の
名
儀
が
変

わ
る
と
き
（
名
儀
・
使
用
変
更
届
）

⑥
水
通
を
使
用
す
る
用
途
が
変
わ
る
と

き
（
用
途
変
更
届
）

晩
秋
の
奥
の
細
道
を
た
ず
ね
て

歩

け

歩

け

大
会

天

候
に
恵

れ
ず
延

び
て

い
た
、
自
然

に
親
し
み
な

が
ら
体

力
を

つ
く
る
歩

け

歩

け
大
会

が
、
十
一
月

十
八

日
行
な

わ

れ

ま
し
た
．

小

学
生
か

ら
お
と

し
よ

り
ま
で
多

勢

こ

の
参

加
者

が
あ
り
ま

し
た

が
、
こ
の

日

も
天

候
が
悪

く
、
健

脚
コ

ー
ス
は

と
り

や

め
、

‐．
般
向
コ

ー
ス

ー
全
行
程
五
Ｋ

米

｝
だ
け
行

な
わ
れ

ま
し

た
．．

福

祉
セ

ン
タ

ー
を

九
時
三

〇
分

に
出

発

し
た

‐‐．
行

は
．
冷

た

い
雨

に
打

た
れ

な

が
ら
も
．
晩

秋

の
色
も

ひ
と
し

お
濃

い
目

的
地
国
見

神
祉

に
ご

兀
気

い
っ
ば

い
一
人
の

落
後
者

も
な

く
．
楽

し
く
着

き
ま
し

た
．

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

出
生
　
敬
称
略
す

こ
ど
も
の
名
　
父
の
９
名
　

部

落

勝

美

黒
田

勝
夫
　

泉
　
田

宏

孑

制
野

照
男
　

徳

江

誡
　

松
浦

正
行
　

山
　
崎

川
　

阿
郎
　

仁
　

板

檎

亜
早
葵

斎
藤
　

伝
　

慂
　
江

籾

宏

佐
藤
　
錦
佳
　

貝
　
田

光
　
子

片
平
　
英
紀
　

石
毋
田

恵

子

中
野

忠
一
　

藤
　
田

忠
美
子
　
吉
田
　
豊
美
　

藤
　
田

政

人

鈴
木

邦

郎
　

藤

田

の
り
こ
　
八
巻

忠
一
　

徳
　
江

美
紀
子
　
佐
野
　
武
光
　

徳
　
江

美

穂
　
斎
蒔

真
利
　

員
　
田

息

子
　
佐
藤
　

毅
　

山
　
崎

孝

則
　
榊
　

正
勝
　

藤
　
田

孝

紀
　
松
浦

智
義
　

大
木
戸

由
香
里
‘
　谷
津
　
剛
人
　

山
　
崎

勉
　

後
藤

直
一
　

鳥

取

文
　
子
　

斎
藤

武
光
　

山
　
崎

勉
　

佐
野
　

守
　

徳

江

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

死
亡
　
敬
称
略
す

氏
　
　

名
　

年
令
　

部

落

村
上

七
郎
　
6
4
　

咏
　
江

高
橋
善
兵
衛
　
7
5
　

藤
　
田

武
田
新
右
工
門
　
6
4
　
森

山

佐
野
栄
五
郎
　
7
4
　

徳
　
江

鈴
木
栄
太
郎
　
8
1
　

川

内



お

知

ら

せ

の

ペ
ー
ジ

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
に
つ
い
て

伊
達
地
方
衛
生
処
理
場
は
い
本
月
三

十
一
日
よ
り
明
春
一
月
三
日
ま
で
休
み

と
な
り
ま
す
。

当
町
で
は
、
次
の
日
程
で
ご
み
収
集

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
収
集
日
以
外
に

は
ご
み
を
だ
さ
な
い
よ
う
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

1
2月
2
8日
ま
で
　
平
常
ど
お
り
。

1
2月
2
9日
　
　

休
み
。

1
2月
3
0日
　
藤
田
市
街
地
は
朝
か
ら
ご

み
収
集
車
２
台
で
収
集
。
（
燃
え
る
も

の
や
燃
え
な
い
も
の
、
危
険
物
な
ど
一

緒
）
そ
の
他
の
地
区
は
休
み
。

1
2月
3
1日
よ
り
１
月
３
日
ま
で
休
み
。

１
月
４
日
　
藤
田
市
街
地
は
朝
か
ら
ご

み
収
鴣
車
２
台
で
収
櫑
。
（
燃
え
る
も

の
や
燃
え
な
い
も
の
、
危
険
物
な
ど
一

緒
）
そ
の
他
の
地
区
は
休
み
。

１
月
５
日
　
休
み
。
（
自
動
車
整
備
）

１
月
７
日
よ
り
平
常
ど
お
り
。

な
お
。
し
尿
汲
取
り
は
1
2月
2
9日
よ

り
１
月
３
日
ま
で
休
み
ま
す
の
で
、
早

め
に
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

「

国

民

年

金

」

末

納

者

に

も
う
一
度
の
納
付
機
会

年
金
保
険
料
を
二
年
間
未
納
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
あ
と
で
未
納
分
を
納
付

し
よ
う
と
し
て
も
で
き
な
く
、
老
令
年

金
を
受
給
す
る
年
令
に
遠
し
て
も
、
納

付
済
期
閥
が
叫
い
と
年
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
過
去
の

未
納
期
間
分
を
保
険
科
改
定
後
の
顛
で

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
持

例
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
持
例
と
し
て
納
付
す
る
期
間
は

昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
丘

十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

な
お
く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、
住

民
課
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

受
け
よ
う
成
人
病
検
診

近

年
、

脳
字
中

や
「
が
ん

」
、

心
臓

病

・
高
血
圧

性
疾

患
な
ど

、
い
わ

ゆ
る

成
人

病

に
よ

る
死

亡
率
は

、
年
毎

に
増

え

て
お
り

ま
す

。
こ
れ
ら

の
病
気

を
克

服

す
る

に
は
、
早

期
発
兄

・
早
期
治

療

が

肝
要
で

す
。

町
で

は
、
年

末
一
月

に
‐。二
十
五

才
以

上

の
方

を
対
象

に
成
人

病
集
団
検

診
を

行
な

い
ま
す

の
で
、
是
非

受
診

す
る
よ

う
お

す
す
め

い
た
Ｉ
．

検
紗
予
定
日
は
次
の
と
お
り

Ｏ
子
宮
が
ん
検
診

１
月
2
6日
　
受
診
料
金
　
三
〇
〇
円

Ｏ
成
人
病
検
診

１
月
2
8・
2
9日
受
診
料
金
五
○
○
円

娠
申
し
込
み
は
、
１
月
2
0日
ま
で
住
民

課
保
健
係
へ

幼
稚
園
児
募
集

来
年
、
幼
稚
園
に
人
園
す
る
幼
児
の

募
餓
を
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
期
間
内
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

一
、
対
匁
年
令

昭
和
4
3年
４
月
２
Ｈ
か
ら
4
4年
４

Ｈ
Ｉ
Ｈ
ま
で
に
生
れ
た
幼
児

二
、
申
し
込
み
期
間

本
月
５
冂
よ
り
2
5日
ま
で

。こ
。
申
し
込
み
場
所

藤
田
幼
稚
園
・
森
江
野
幼
稚
園

小

学

校

に

入
学
前
の
健
康
診
断

来
年
、
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ

人
は
、
学
校
保
健
法
で
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ｙ

兄
が
付
添
い
の
う
え
、
必
ら
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

診
断
日
は
次
の
と
お
り

十
二
月
十
二
川
　
小
坂
小
学
校

＆
　
十
‘こ
口
　
藤
田
　

々

々
　
十
四
日
　
森
江
野
〃

々
　
十
八
日
　
大
木
戸
一

○
時
間
は
各
小
学
校
と
も
午
後
一
時
よ

り
行
な
い
ま
す
の
で
、
時
間
に
遅
れ

な
い
よ
う
に
お
噸
い
し
ま
す
。

「
ね
ず
み
」
の
一
斉
退
治

日
本
に
生
息
し
て

い
る
家
ね
ず
み
の

数
は
、
人
口
の
約
三
倍
、
彼
等
が
一
年

間
に
食
べ
る
量
を
米
穀
に
換
算
す
る
と

約
百
万
ト
ン
に
も
達
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
　
　
　
　
　

』
。

ま
た
彼
等
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
か
じ
っ

た
り
。
竃
線
・
ホ
ー
ス
を
か
じ
り
停
電

や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
大
爆
発
で
火
災
を

起
し
、
恐
し
い
伝
染
病
を
ま
き
敵
ら
す

な
ど
の
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

野
ね
ず
み
も
ま
た
、
家
ね
ず
み
に
負

け
ず
数
に
お
い
て
は
る
か
に
勝
り
、
農

作
物
や
樹
木
の
被
客
は
、
想
像
を
こ
え

る
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
を
な
く
す
た
め
、

野
ね
ず
み
の
一
斉
馳
除
が
伊
達
郡
一
斉

に
行
な
わ
れ
ま
す
。
町
も
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
家
ね
ず
み
の
一
斉
遇
治
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

秘
そ
剤
は
、
野
ね
ず
み
用

が
農
業
改

良
推
進
員
よ
り
、
家
ね
ず
み
用
が
保
健

委
員
よ
り
配
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ね
ｆ

み
退
泊
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
殺
そ
剤
は
、
人
畜
に
有
害
で
す

か
ら
使
用
・
保
存
に
は
、
注
意
書
を
よ

く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

『

一
斉
駆
除
日
　
十
二
月
十
五
日

一
、
殺
そ
剤
名

野
ね
ず
み
用
　
リ
ン
３
テ
イ
ラ

ッ
ト

家
ね
ず
み
用

固
型
テ
イ
ラ

ッ
ト

中
小
企
業
者
に
年
末
融
資

中
小
企
葉
者
が
年
末
に
必
要
と
す
る

増
加
連
転
責
金
を
、
最
高
七
百
万
円
、

貸
付
期
間
六
ヶ
月
と
し
て
、
年
末
融
資

保
証
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
し
込
む
所
は
、
各
金
融
機
関
、
商

工
会
、
福
鳥
県
信
用
保
証
協
会
の
本
所

で
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

。

利
率
は
、
金
融
機
関
所
定
の
利
率
。

信
用
保
証
料
は
、
年
率

丁

二
九
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。今

月
の

納
税

町
県
民
税
　
第
四
期

国

保

税

第
四
期
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